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質
問

本
市
の
魅
力
を
生
か
す
上

で
産
業
基
盤
の
構
築
は
重
要
と
考

え
る
が
、
市
内
で
は
東
西
の
交
通

網
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
、
渋
滞
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
令
和
５
年
に
新
名
神
高
速
道

路
の
開
通
が
予
定
さ
れ
、
ま
た
、

将
来
的
に
は
北
陸
新
幹
線
が
延
伸

さ
れ
、
京
田
辺
市
に
新
駅
が
つ
く

ら
れ
る
と
聞
く
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
た
め
、

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

設
置
や
、
本
市
か
ら
京
田
辺
市
ま

で
の
鉄
道
網
、
例
え
ば
モ
ノ
レ
ー

ル
を
整
備
す
る
な
ど
、
将
来
の
枚

方
を
想
像
し
な
が
ら
、
今
以
上
に

大
き
な
視
点
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

本
市
を
取
り
巻
く
環
境
や

時
代
が
変
化
し
て
い
く
中
、
本
市

を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
取

り
組
み
は
積
極
的
に
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
大
き
な
視
点
で
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
や

経
済
団
体
な
ど
多
く
の
関
係
者
と

意
見
交
換
を
行
い
、
未
来
の
枚
方

像
を
共
有
し
な
が
ら
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

市 立
ひらかた病院
地
域
医
療
支
援
病
院
へ

国
に
要
件
緩
和
の
訴
え
を

質
問

市
立
ひ
ら
か
た
病
院
に
つ

い
て
は
、
経
営
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
証

を
行
う
と
い
う
。
外
部
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
導
入
等
に
よ
り
同
院
の

経
営
は
一
定
改
善
し
た
も
の
の
、

引
き
続
き
厳
し
い
状
況
で
あ
る
た

め
、
危
機
意
識
を
持
っ
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
同

院
の
経
営
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う

に
検
証
し
て
い
く
の
か
。

＊
４

な
お
、
同
院
は
地
域
医
療
支
援

病
院
を
目
指
し
て
い
た
が
、
承
認

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
過
ぎ
る
た
め
、

市
長
も
機
会
を
捉
え
、
国
に
要
件

緩
和
を
訴
え
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

令
和
２
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
診
療
報
酬
改
定
の
ほ
か
、

国
の
地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
議

論
が
行
わ
れ
る
中
、
府
の
構
想
と

の
整
合
を
図
る
必
要
も
あ
る
と
考

え
て
い
る
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て

地
域
や
市
民
の
た
め
に
必
要
な
公

的
医
療
を
提
供
し
て
い
く
観
点
か

ら
、
市
立
病
院
の
最
適
な
あ
り
方

に
つ
い
て
多
角
的
に
検
証
す
る
。

今
後
の
施
策
展
開
に

財
源
等
の
裏
づ
け
を

質
問

今
後
４
年
間
の
取
り
組
み

方
針
に
「
さ
ら
な
る
改
革
、
そ
し

て
成
長
へ
」
と
あ
る
が
、
人
口
減

少
な
ど
が
進
む
状
況
を
見
る
と
、

今
の
枚
方
に
は
成
長
と
い
う
言
葉

が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
印
象
が
あ
る
。

１
期
目
の
市
政
を
経
て
、
ど
こ
が

成
長
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今

後
ど
の
よ
う
に
成
長
さ
せ
る
の
か
。

な
お
、
所
信
表
明
に
掲
げ
た
施

策
を
全
て
実
現
す
る
と
莫
大
な
財

源
が
必
要
に
な
る
が
、
４
年
後
、

財
源
が
な
く
施
策
が
実
施
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

ま
た
、
施
策
の
優
先
順
位
が
市
長

の
思
い
だ
け
で
変
わ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
し
た
裏
づ

け
が
必
要
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

１
期
目
の
市
政
に
お
い
て
、

２０
年
後
、
３０
年
後
の
未
来
を
見
据

え
な
が
ら
、
人
が
集
ま
る
ま
ち
づ

く
り
な
ど
、
本
市
の
魅
力
を
高
め

る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

２
期
目
に
お
い
て
も
、
さ
ら
な

る
行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
財

源
を
生
み
出
し
て
経
済
を
活
性
化

し
、
都
市
の
魅
力
を
高
め
て
い
く

と
い
う
成
長
に
つ
な
が
る
サ
イ
ク

ル
を
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
人
に
選
ば
れ
る
魅
力

あ
る
ま
ち
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
東
部
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
見
直
し
を

○
障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
に
向

け
、
横
断
的
な
施
策
展
開
を

伏 見 市 長 の 所 信 表 明（抜粋）
今後４年間の取り組み方針

（１）「魅力で人をつなぐ」まちづくり
今住んでいる人たちが「住んでよかった」と感じ、
夢を持つ人が集まるまちとなるよう、魅力向上に向
けた取り組みを着実に具体化する。

（２）「安心で人をまもる」まちづくり
自然災害や犯罪、事故だけでなく、健康や暮らし
など、不安を感じるさまざまな問題に対するセーフ
ティーネットの構築に向けて取り組む。

（３）「改革で人を支える」まちづくり
既成の枠にとらわれない業務の効率化等を進め、
これまで以上に財源を生み出す努力を行う。 また、
使途も含めた「『見える』行政改革」を進める。

８つの分野の重点施策
（１）子育て環境の充実
�小・中学校の余裕教室等を活用した「待機
児童用保育室」の整備など、新たな手法で
通年の待機児童ゼロを実現する。

�子ども医療費への支援策の充実を検討するとともに、
本市独自の第２子以降の保育料無償化を実現する。

�留守家庭児童会室や放課後自習教室を再編・拡充し、
土曜日や三季休業期の利用ニーズにも応える。

�全ての子どもの権利が保障される地域社会の構築に
向け、「（仮称）子どもを守る条例」を制定する。

（２）教育環境の充実
�子どもの可能性を最大限に伸ばすため、
新たな「枚方市教育大綱」を策定する。

�情報化社会の進展を踏まえ、中学生全員に１人１台
のタブレット型パソコンを段階的に導入する。

�いじめ問題について、ＳＮＳの活用や弁護士、臨床
心理士などを含めた体制の整備を図る。

�中学校の全員給食を実現する。
�全学校園のトイレを令和５年度までに洋式化する。
（３）魅力ある都市基盤の整備
�市駅周辺では、令和３年度に総合文化芸
術センターをオープンする。また、③街
区の市街地再開発事業について、ホテルや住居、商
業、行政など多様な都市機能の集積を目指し、国・
府等と連携、協力しながら取り組みを進める。

�新名神高速道路のアクセス道路の早期完成に向けて関
係機関に働きかけるとともに、周辺市道を改良する。

�令和２年度に香里ケ丘図書館をリニューアルオープ
ンし、香里ケ丘地区の魅力向上を図る。

�王仁公園については、パークマネジメントの考え方
を取り入れ、民間活力の活用を含め、今後のあり方
について検討を進める。

�鉄道駅、バス停までのアクセスが不便な地域の移動
支援策として、地域支援・自主運行型コミュニティ
交通システムのモデル事業の構築などに取り組む。

（４）産業・観光の活性化
�枚方宿でにぎわう五六市や淀川舟運等の
地域資源を活用し、国・他自治体と連携
した取り組みなどを通じて地域活性化を図る。

�国立研究開発法人情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）を
初め、市内のものづくり企業や大阪工業大学等の教
育機関、金融機関等と連携し、地域経済の活性化策
を検討する。

�都市農業を推進するため、府内唯一となる農学部を
開設する摂南大学と連携する。

�東部地域の特性を生かした産業振興策を検討する。
（５）安全・安心のまちづくり
�平成３０年の大阪北部地震や台風２１号な
どの教訓を生かし、「公助」が担うべ
き役割の検討や地域が担う「共助」の推進に向けた
「地区防災計画」の策定を支援する。

�災害時における避難行動を支援し、減災を図る観点
から防災アプリの導入に取り組む。

�高齢ドライバーによる事故を防止する観点から、後
づけの急発進防止装置設置への助成に取り組む。

�防犯カメラを増設し、犯罪の抑止効果を高める。
（６）健康・福祉のまちづくり
�ひらかたポイント制度を活用し、健康・
長寿・子育て施策の推進に取り組む。

�「終活」への支援として、個人の意思が尊重される
仕組みやセミナーの開催等の取り組みを検討する。

�大阪精神医療センターと連携して認知症予防プログ
ラムを実施するなど、「認知症にやさしい地域づく
り」に向けて取り組む。

�手話への理解促進及び手話の普及のため、「（仮称）
手話言語条例」を制定する。

（７）多様な生活・社会の課題解決に取り
組むまちづくり

�本市の施策展開において目指すべき目標
をＳＤＧｓの目標と関連づける取り組みを行う。

�ＬＧＢＴなど性的マイノリティーの支援について、
当事者の意見を尊重しながら取り組みを推進する。

�空き家を活用した起業支援や子育て世帯誘導策など
について、補助制度の創設を含め検討する。

�「ダブルケア」、「８０５０問題」といった複合的な生
活課題へ対応する総合的な支援体制を構築する。

（８）行財政改革
�ＡＩ（人工知能）やＩＣＴを活用し、業
務の効率化と市民サービスの向上を図る
「スマート自治体」の実現などに取り組む。

�市立ひらかた病院の経営健全化に向けて取り組むと
ともに、経営のあり方を検証する。

�外郭団体の経営健全化を推進するとともに、行政の
支援のあり方を見直す。

た ぐち よし のり

田口敬規

市立ひらかた病院

質
問

市
駅
周
辺
再
整
備
に
つ
い

て
は
、
他
の
街
区
に
先
駆
け
て
③

＊
１街
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
の
着

手
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
る
と

い
う
が
、
新
庁
舎
の
位
置
が
決
ま

っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、

③
街
区
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
再
編
に
つ
い
て
は
、
一
度
白
紙

に
戻
し
、
一
か
ら
検
討
を
や
り
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
市
駅
周
辺
再
整
備
全
体

の
内
容
や
財
源
を
初
め
、
大
規
模

災
害
の
際
に
災
害
対
策
本
部
と
し

て
そ
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
新
庁
舎
の
機
能
な
ど
に
つ
い
て
、

ま
ず
先
に
議
論
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
聞
く
。

な
お
、
老
朽
化
し
た
枚
方
消
防

署
な
ど
に
つ
い
て
も
早
期
に
整
備

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
意
見

し
て
お
く
。

ま
た
、
市
駅
周
辺
再
整
備
を
進

め
る
際
は
、
議
会
だ
け
で
な
く
、

市
民
や
商
業
者
に
も
意
見
を
聞
く

よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

よ
り
よ
い
市
駅
周
辺
の
将

来
像
を
創
造
し
て
い
く
た
め
、
重

要
な
事
項
に
つ
い
て
、
議
会
と
の

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

中学校給食

教
育
の
一
環
と
し
て

全
員
給
食
の
実
現
を

質
問

中
学
校
の
全
員
給
食
を
実

現
す
る
と
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
手
法
で
進
め
て
い
く
の
か
。

あ
わ
せ
て
、
実
施
時
期
の
見
通
し

に
つ
い
て
聞
く
。

な
お
、
今
回
の
代
表
質
問
に
お

い
て
は
全
員
給
食
よ
り
も
優
先
す

べ
き
施
策
が
あ
る
と
の
意
見
も
聞

か
れ
る
が
、
給
食
は
教
育
の
一
環

で
あ
り
、
全
員
給
食
が
基
本
と
考

え
る
。
単
独
調
理
場
の
整
備
も
含

め
、
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
目

指
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
よ

う
要
望
す
る
。

答
弁

中
学
校
の
全
員
給
食
の
手

法
に
つ
い
て
は
、
よ
り
効
果
的
、

効
率
的
な
整
備
を
進
め
る
観
点
か

ら
、
第
一
学
校
給
食
共
同
調
理
場

の
食
数
規
模
は
こ
の
ま
ま
活
用
す

る
こ
と
と
し
、
残
る
不
足
数
に
つ

い
て
も
、
全
て
の
生
徒
に
同
調
理

場
と
同
様
の
品
質
で
給
食
が
提
供

で
き
る
よ
う
、
民
間
調
理
場
の
活

用
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

財
源
の
確
保
に
努
め
、
今
任
期
中

に
実
施
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

市
内
の
交
通
不
便
地
域
に

市
営
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

質
問

高
齢
者
を
中
心
に
、
公
共

交
通
を
充
実
し
て
ほ
し
い
と
い
う

声
は
大
き
い
と
感
じ
る
。
交
通
不

便
地
域
の
移
動
支
援
策
と
し
て
、

地
域
支
援
・
自
主
運
行
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

地
域
と
の
協
働
に
よ
る
モ
デ
ル
事

業
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
む
と
い

う
が
、
ま
ず
は
市
と
し
て
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
お
、
交
通
不
便
地
域
の
移
動

支
援
策
を
即
効
性
の
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
、
我
が
会
派
で
は
、
こ

れ
ま
で
一
貫
し
て
市
営
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
導
入
す
る
よ
う
訴

え
て
き
た
。
市
長
は
「
選
ば
れ
る

ま
ち
」
に
な
る
と
い
う
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
る
が
、
府
内
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
て
い

る
市
町
村
が
多
数
あ
る
。
こ
う
し

た
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
を
検
討
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

地
域
支
援
・
自
主
運
行
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
シ
ス
テ
ム
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
地
域
に
合

っ
た
、
具
体
的
な
交
通
シ
ス
テ
ム

が
構
築
で
き
る
よ
う
、
ニ
ー
ズ
の

把
握
も
含
め
、
地
域
と
と
も
に
考

え
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
子
ど
も
の
放
課
後
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
児
童
館
の
設
置
を

○
使
用
料
等
の
基
準
の
見
直
し
、再

度
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

の ぐち みつ お

野口光男

枚方市駅周辺（市街地再開発事業が行われる③街区の一部）

＊
１

街
区
…
市
駅
周
辺
再
整
備

に
お
い
て
は
、
市
駅
周
辺
を
５
つ

の
街
区
に
分
け
た
上
で
、
現
在
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
、
再
整

備
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て
は
左

図
参
照
。

▶
市
駅
周
辺
再
整
備
検
討
街
区

＊
２

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（Sustain

able
D
evelopm

ent
G
oals

）…
国
連
が
２
０
３
０
年

度
ま
で
に
達
成
す
る
こ
と
を
掲
げ

た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
こ
と
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
貧
困
や
飢
餓

の
解
消
、
健
康
的
な
生
活
、
質
の

高
い
教
育
な
ど
１７
の
目
標
を
定
め

て
い
る
。
国
も
国
内
実
施
・
国
際

協
力
の
両
面
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
推
進
す
る
と
し
て
お
り
、
地
方

創
生
分
野
に
お
け
る
モ
デ
ル
構
築

を
図
る
な
ど
、
自
治
体
で
の
取
り

組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

＊
３

子
ど
も
の
権
利
条
約
（
児

童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
）
…
子

ど
も
の
基
本
的
人
権
を
国
際
的
に

保
障
す
る
た
め
の
条
約
で
、
１
９

８
９
年
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、

１
９
９
０
年
に
発
効
。
我
が
国
は

１
９
９
４
年
に
批
准
し
た
。

１８
歳
未
満
の
児
童
（
子
ど
も
）

を
権
利
の
主
体
と
位
置
づ
け
、
大

人
と
同
様
、
一
人
の
人
間
と
し
て

の
人
権
を
認
め
る
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
行
政
機
関
等
は
、
児
童
に

関
す
る
措
置
を
と
る
に
当
た
り
、

児
童
の
最
善
の
利
益
を
考
慮
す
る

こ
と
を
基
本
原
則
の
一
つ
と
し
て

い
る
。

＊
４

地
域
医
療
支
援
病
院
…
患

者
に
身
近
な
地
域
で
医
療
が
提
供

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う

観
点
か
ら
、
平
成
９
年
の
医
療
法

改
正
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た
制
度

で
、
紹
介
患
者
に
対
す
る
医
療
提

供
や
、
医
療
機
器
等
の
共
同
利
用

の
実
施
な
ど
に
関
し
て
一
定
の
要

件
を
満
た
す
病
院
に
対
し
、
都
道

府
県
知
事
が
個
別
に
承
認
す
る
。

平
成
３０
年
９
月
現
在
、
全
国
で
５

８
６
病
院
が
承
認
を
受
け
て
い

る
。

＜ ３ ＞ 第３２３号 枚 方 市 議 会 報 令和元年（２０１９年）１２月１日


